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　性行動は，雄と雌でパターンが異なる．その違いをもたらしているのが，雄

と雌のニューロンネットワークの違い，いわゆる性的二型性にあることを，ラ

ットと鳴鳥で見てきたが，脳の性的二型性は魚類や両生類（浦野明央 , 1994），

さらにはヒトにも見られる（新井康允，2000 参照）．一方，ショウジョウバエ

では，それが，個々の細胞内で起きている遺伝子発現のレベルで説明されてい

る（山本大輔，2012）．

　脊椎動物の脳では，性ステロイドホルモンによって性的二型性が形成される

が，ホルモンが転写調節因子である受容体に結合した後の分子レベルの現象が

解明されているわけではない．それが解明された時に，神経発生で明らかにな

ったような無脊椎動物と脊椎動物の共通性が，おそらくは有性生殖をする動物

に共通に見られるであろう神経系の性的二型性にも見られるのか，今後の研究

の進展が楽しみである．

註

1）　ニューロンは，細胞体，樹状突起軸および棘で，他のニューロンからの信号を受け取るた

めのシナプスを作っているが，シナプスの位置によって，活動電位を生じる効率が異なる（図 

註 1）．

2）　発現に性差が見られた主要な 16 種の遺伝子がコードしているのは，神経ペプチド

（CART），7回膜貫通型受容体（Cckar, Brs3, Gpr165），伝達物質依存性イオンチャンネル

（Gabrg1, Glra3），細胞内情報伝達系のタンパク質（Dgkk, Irs4, Pak3, Rps6ka6, Sytl4），

転写調節因子（ERα, エストロゲン受容体の 1つ），タンパク質分解酵素（Ecel1），機能不

明なタンパク質（Chodl, Greb1, Nnat）であるが，神経系における役割がそれほどはっきり

しているわけではない（Xu et al, 2012）．

3）　アポトーシスは，遺伝的にプログラムされた能動的な細胞死．神経系では，発生の初期に

増殖したニューロンのうち，ネットワークの形成に加われなかったものがアポトーシスに

よって消えていく．
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